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論 文 内 容 の 要 旨
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第3章 では,Ce(CH3COO)3/可 溶性 デ ン プン分 散体 の焼 成 に よるCeO2/炭 素 ク ラス ター

複 合体 の調 製法 な らび にそ の可視 光応 答性 につ い て検討 した結 果 を論 述 して い る。
Ce(CH3COO)3/可 溶 性デ ンプ ン分 散 体 をAr雰 囲気 下で 焼成 す る ことで,炭 素 クラス ター一

マ トリックス 中に ナ ノサイ ズのCeO2粒 子 が均一 に分 散 したCeO2/炭 素 クラス ター複 合 体

が得 られ てい る。電 荷 分離能 を評 価す るため にESRス ペ ク トル 測 定 を行 った結果,

CeO2系 複合 体 は,第2章 のNb205系 複 合体 よ り高 い電荷 分離 能 を有 し,460nm以 上の 可

視 光 に よって メチ レンブル ー を還 元 分解す るこ とを見 出す とと もに,可 溶性 デ ンプ ン
マ トリックス 中に おい て金属 化 合物 か ら酸 化物 を形成 させ る手 法 に よって,可 視 光励

起 能 の高 い光励 起 中心 を構 築で き るこ とを明 らか に して い る(表2)。 さらに,AgNO3水

溶 液 の可視 光分 解反 応 の結 果か ら,こ の複 合 体 は水 の酸化 分解 に必 要 な多電 子酸 化能

を有 してお り,CeO2の 導入 が複合 体 の酸化 機 能 の向 上に有 効 であ る こ とを見出 して い

る。T翻,2Th,,edu、"。na㎝vihe、(.α)。fcalcmedmat,劇slVd,、ndCd)2
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(μno1・9'1・h'1)CeC

IVc・400

1Vc-500

1Vc。600

1Vc・700

CeO2

278

307

261

198

129

127

133

131

第4章 では,Y(CH3COO)3/可 溶 性デ ンプ ン分散 体 の焼成 に よるY203/炭 素 ク ラス ター一複

合体 の構 築,な らび に複 合体 表面 にCeO2を 助触 媒 として担持 した複 合体 の開 発 につ い

て検 討 した 結果 を論 述 して い る。Y(CH3COO)3/可 溶 性 デ ンプ ン分 散 体 をAr雰 囲気 下 で焼

成 す る ことで,炭 素 クラス ターマ トリック ス中 にナ ノサ イズ のY203が 分 散 した複 合体

が 得 られ てい る。 また,メ チ レンブ ルー の光 還元 反応 の結 果 よ り,得 られ た複 合体 の

光 触媒 活性 は第3章 で最 も高 い活性 を示 したCeO2系 複 合体 よ りも約2.3倍 高 く,バ ン ド

ギ ャ ップ の大 きな酸 化物 を導入 す る ことで,可 視 光応 答化 に伴 うバ ン ドギャ ップ の縮

小 に対 して も,高 い酸化 還 元 ポテ ンシ ャル を維持 した複合 体 が得 られ る こ とを明 らか
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